






　　弥生時代後期後半の土器群です。紋様で飾ることが減り、小型化していきます。また、土器の種類も
減少します。

広口壺
簡素化が進む中にあっ
て、口縁部や頸部に紋
様をつけ飾られた土器
です。

加飾二重口縁の広口壺
口縁部が二段階に立ち上がる特徴ある形で、この時期から成
立したとされる広口壺です。様々な紋様で飾られています。

小型の広口壺
口縁端部は内側に少しすぼまり、胴部は球
形をしています。

長頸壺（参考資料）
この時期によく見られる形の土器です。球形
の胴部に長い口頸部がつきます。

甕
この時期よりタタキ板を使って形を整え
る、タタキと呼ばれる新しい技法が用いら
れるようになります。古墳時代には、さら
に器壁が薄くなり、底の形が丸くなって
いきます。（タタキ板）

手焙り形土器
受け口状口縁をもつ鉢にドーム状の覆          
い部が乗る形をしています。この独特な
形の土器は、その成り立ちや機能が十分
に分かっていません。古墳時代はじめ頃
まで見られる土器です。

有孔鉢
小型の椀形で、厚手の底部に上下
２方向から孔をあけています。そ
の使い道は、よくわかっていません。
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◇弥生時代後期（およそ1800年前）
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◎遺物実測図は、実物の1/4の大きさです。
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